
過去に敬意を。
未来に意志を。

STORY 01.　木村情報技術の誕生
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STORY 02.　経営はどん底に...？
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STORY 03.　社員の決意・社長の決意
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STORY 04.　赤字からの脱却
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STORY 05.　黒字化そして新たな柱づくりへ
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STORY 06.　出会いがつなぐ仕事
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STORY 07.　ヒヤヒヤ！海外からのライブ配信



















ベルリンでの速報番組ライブ配信の成功の裏には、

ヒビノ株式会社の渡辺さんの協力がありました。

ヒビノさんは、大型のコンサートから学会、企業の催しまで

対応される、映像と音響機器のプロフェッショナル企業。

渡辺さんとは、展示会で知り合って以降、弊社が新しい

技術やサービスを出す度に、ご意見をいただいたり、

使えるシーンを検討して使っていただいたりと、大変お世話

になりました。

そんなご縁もあり、海外配信という右も左もわからない

なかでご相談したところ、

快くご協力してくださっ

たことを覚えています。

ベルリンに同行してくだ

さったのは、渡辺さんと

糸賀さん。糸賀さんは言語

も堪能で、トラブル時の交渉

なども担ってくれました。

同行してくださった、

ヒビノ株式会社の渡辺さん、

糸賀さんに感謝！

つれづればなし

徒 然 噺
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STORY 08.　ドタバタ！日本行脚のライブ配信















懐かしい木村との送り状早書き競争。単調な作業でも、

その中で楽しみを見出そうと、いつもこのようなことを

していました。

一番最初の記憶にあるのは佐賀県地域産業支援センター

に入居した直後、何もない部屋に机と椅子を購入して組み

立てた時。どちらが早く椅子を組み上げることができるか

という競争をしました。

その椅子は、15年経った今でも現役で動いています。さすが

に高さ調整のガスが抜けてきているのか、座っていると

いつの間にか高さが下がってきて、買い替え時かもしれま

せんが、愛着があってなかなか買い替えられていません（笑）

DMの送付時にも競争をすることで、こう資料を置いて、

この作業はまとめて行った方が早いななど、お互いの動き

から良いところを取り入れて、全体の時短につながり

ました。退屈にならないように競争しながらも、しっかりと

効率化にもつながっていたので、よい習慣だったのかな？

と思います。

ただ、こういう段取り系の工夫、やっぱり木村が一番多く

出されていたように思います。

弊社社長はやはりアイデアマンです！

つれづればなし

徒 然 噺
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STORY 09.　KIT STUDIO 開設の裏側
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STORY 10.　スタジオ開設の苦労・苦悩
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STORY 11.　多忙の中で重ねる工夫
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STORY 12.　そしてコロナ禍へ















作中にある、Zoomでご講演いただいたものを中継。

単にこれを行うだけであれば、対応可能な業者は他にも

あると思います。しかし弊社では、医療分野における配信

現場で培ってきたノウハウがあります。

いかに途切れさせないか？万一途切れた際に、いかに早く

復帰させるか？視聴者を不安にさせないためには？

講演者が快適に講演ができるためには？

サーバーや回線のバックアップ、負荷分散機構はもち

ろん、様々な運用上の工夫が詰まっております。作中では

語りつくせないほどの経験、ノウハウをもとに日々の配信

を安定運用しております。

弊社の配信が気になった方は、ぜひお問い合わせを！

営業トーク

失礼しました（笑）

つれづればなし

徒 然 噺



過去に敬意を。
未来に意志を。

STORY 13.　AI事業の始まり
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STORY 14.　IBMの来社















AI事業に着手した当時を振り返って、改めて思うことが

あります。それは、IBM Watsonとの出会いは非常に大きな

ものだったということです。

木村が参加したセミナーで、事例を聞いたことから始まった

縁ですが、仮に IBM Watsonとの出会いがなかったとして

も、弊社はAI事業に着手していたのではないかと思います。

より良い方法で、医療従事者に医薬品情報をお届けする

という弊社のミッションに合致していたためです。

とはいえ、もしWatsonとの出会いがなければ、自社で

エンジンの開発から行っていたかもしれませんし、ある

いは、この後の話で書かれているトレーニングも受けられ

なかったかもしれない。

この群雄割拠のAIサービス構築競争の中で、何歩も

後ろを歩かざるを得なかった事態も十分に考えられます。

そういう意味では、たまたま木村がそのセミナーに参加

したこと、たまたまそこで IBM Watson の事例が発表

されていたこと、これはとても大きな偶然であり、弊社に

とっての幸運でした。

木村社長、やはり“持っている”と社内でよく話題になり

ます（笑）

つれづればなし

徒 然 噺
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STORY 15.　実務者トレーニングそして製品開発へ
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STORY 16.　AIを使った製品や取組みが続々













リンク集

社内お問合せシステム
「AI-Q（アイキュー）」
https://www.k-idea.jp/product/ai/ai-q.html

FAQ 検索・文書検索システム
「AI-Brid（アイブリッド）」
https://www.k-idea.jp/product/ai/ai-brid/

チャットボット + エスカレーション + オンライン商談
「Chat Meet（チャットミート）」
https://www.k-idea.jp/product/chatmeet/

医療従事者向け情報提供ツール
「AI-Detail（アイディテール）」
https://www.k-idea.jp/product/ai/ai-detail/

株式会社 ASK プロジェクト
https://ask-project.net

AI に必要な医薬品情報の構造化・標準化
「AI-DI（アイ・ディーアイ）」
https://www.k-idea.jp/product/ai/ai-di/

医薬品情報の新たな価値を創造し共有する
「AI-PHARMA（アイファルマ）」
https://aipharma.jp
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STORY 17.　未来へ




















